
 

評価項目 結果 理由 

指導計画、指導内

容・方法 

 

 2.8  

一人ひとりの子どもたちに添った計画を立て実践してい
ったが、計画した活動が魅力的だったか指示や説明がわ
かりやすく理解できるような配慮ができていたか反省も
ある。 

資質向上・研修    

 3 

研修で得た知識や技術を保育の中で活かせる子どもへの 
接し方や個々のニーズに対応する力に繋がったが、振り 
返る時間を十分に取れなかったことや保育の質を客観的 
に見直す頃が出来ていないときもあった。 

保護者・地域の方々

との連携 

   

 2.6 

保護者との日々の連絡や面談を通して信頼関係の構築に
努めたが、情報共有が十分ではない場面も見られた。地
域との交流については、行事や地域の交流のできる限り
の機会を通して関りも広がり、園への理解と協力を得る
ことができた。 

令和 7 年度高知聖園マリア園 園評価結果 

1． 保育目標 

  1． 感謝する心を育てる 
2． 自己肯定感を育む 
3． 目に見えないものを大切にする 

2． 本年度の重点目標 

  ・一人ひとりに応じた適切な指導計画の作成及び指導内容の在り方の向上を図り、保育士間
の連携も密にする。 

・園内外研修に参加し、専門的な分野についての理解を深め、園全体と共有をする。 

・園行事にお誘いをして、未就園児・卒園児ご家族や地域の方々との連携を行い、関係性を
深めていく。 

3.  評価項目の達成状況 

４段階評価【4】十分達成した【3】概ね達成した【2】半分以上達成した【1】不十分 

  

4.  よりよい幼児期の教育を行っていくための改善策 

  ・子どもの姿や発達に応じて計画を見直し、日々の記録を活かして柔軟に改善して
いく。職員間で共有し一貫性のある指導計画の作成に努める。 

・定期的に自己評価を行い、保育活動後に自分の対応を振り返り、改善点を明確に
する時間を設けていく。また同僚と意見交換をし、他者の視点を取り入れること
で、自分の保育をより客観的に評価できるようにしていく。 

・保護者への情報発信を保育 ICT システムに変更し子どもの様子を具体的に伝えて
いく。 

・地域の方々との交流も深める活動を企画していく。 


